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これまでの活動（６月～８月）

６月　水戸農業高校の学校評議員会
　　　日本一生徒数が多い農業高校
　　　学科名の改変などの意見を述べる

５月　特定外来生物オオキンケイギク
の抜き取り作業

7月　東京オリンピック2020
　　　鹿嶋市の聖火ランナー石森さんと

7月　根崎良文個展（大子町デザイン
展）　県農林水産部長の根崎さ
んと

６月　地球を守ろう講演会の報告に大
泉京子さん、遠藤県議が来訪。
坂本議員と4人で対談

６月　河川・ため池の草刈り
　　　多面的機能の定期活動

7月　議員交流会　議員とインターン
シップ予定者の交流

８月　笠間市長兎路の農家で農業女子
の加藤いくみさんと

7月　東京オリンピック2020聖火リ
レー笠間市内を走る！

６月　議会定例会一般質問　道の駅か
さまの整備状況と運営について

7月　法政大学大学院の授業（Zoom）
にゲストスピーカーとして参加

8月　みどりのカーテン12年目（朝顔、
ゴーヤ）

7月　「栗のいえ」スイーツのお店復活
パティシエの竹内さんと

６月　ともべ幼稚園で会議（平成10～
12年度に会長を歴任）

7月　母と妻が作った夏野菜を食べて
元気に活動

8月　自治体学会WEB大会
　　　大学院での研究を発表
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大学時代
の毎朝仕

事

生年月日	 昭和35年（1960年）10月１日生まれ（60歳）
学　　歴	 法政大学大学院修了（政策学修士）、日本大学農獣医学部卒業
	 ※勤労学生：朝３時に起床し、新聞・雑誌を私鉄の駅の売店に運ぶ

現　　在	 笠間市議会建設土木委員長、議会運営委員会副委員長、広報委員
	 友部ロータリークラブ青少年奉仕委員会委員長
	 ともべ幼稚園理事、NPO法人グラウンドワーク笠間顧問
	 日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ大会役員
	 笠間市ドッジボール協会理事長、茨城県ドッジボール協会顧問
趣　　味	 ラジオ体操、体を動かすこと、スポーツ観戦、まちづくり活動
	 笠間焼を使おう贈ろう運動、Facebookでの情報発信など
信　　条	 「他人と過去は変えられないが自分と未来は変えられる」
	 「一途一心」

友部ロータリークラブ
青少年奉仕委員長就任！

　6月1日から16日まで令和3年第2回議会定例会が開催され、一般会計補正予算
などを可決しました。議案等審議は31件で、うち議案は19件です。議案について
は、教育委員会教育長及び委員（2人）の任命同意、公平委員会委員の選任同意、固定
資産評価審議委員会委員（3人）の選任同意、押印を求める手続の見直し等に伴う関係
条例の整備（押印省略）、ふるさと寄附条例の一部改正（クラウドファンディングの導
入）、地域交流センターの設置及び管理に関する条例の一部改正（地区公民館を地域交
流センターに変更）、農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条
例の一部改正（農地利用最適化推進委員26人を13人に変更）、動産購入契約の締結
（消防団消防ポンプ自動車2台購入）、財産の譲与（南学園南小学校跡地を高校設置のた
めタイケン学園に譲与）、一般会計をはじめとする4つの補正予算、一般会計（3号：
787,228千円増➡33,340,828千円　4号：104,179千円増➡33,445,007千円）、市立病院事業会
計（4,174千円増➡970,882千円）、水道事業会計（22,385千円増➡1,264,364千円）を審議しました。
この中で、タイケン学園への財産の譲与及び一般会計での学校跡地活用事業負担金3億5千万円をめぐり、反対討
論、賛成討論（内桶）が行われ、賛成多数で可決しました。本議会後、議会全員協議会で笠間市議会業務継続計画（議
会BCP：地震・風水害などの災害時の初期行動、感染症の発生した場合の対応・行動基準）を決定しました。
一般質問は、下記の３項目を質問しました。

　　道の駅かさまの整備状況と今後の運営について
　9月16日のオープンに向けての整備状況と今後の運営、課題について質問しました。

　　障がい者の就労支援について
　障がい者の就労の現状と課題、今後の取り組みについて質問しました。

　　スポーツによるまちづくりについて
　3月に組織したスポーツコミッションの取り組みと今後の方向性について質問しました。

　日頃から応援をいただき、ありがとうござい
ます。
　新型コロナウイルス感染症は、感染力の強い
デルタ株の影響が大きく、全国的に急拡大をし
ています。茨城県にも８月20日～９月12日ま
で緊急事態宣言が発令され、飲食店等の営業時
間の短縮や酒類提供の停止などの対策が取られ
ています。市内の発生状況は６月が１人、７月
が12人、８月が119人（25日時点）となり月
間最多となりました。最近の感染傾向は、若年
層、未就学児や児童が多くなってきています。
ワクチン接種の状況は、市全体で約40％（65
歳以上は約85％）の方が２回目を終了し、高
校３年生以上の受験生の優先接種や若年層の早期の接種に取り組んでいます。このような中、介護保険納入
通知の誤送付（1,449件）があり、市民の皆さんには大変ご迷惑をお掛けしました。原因と対策を質し、こ
のようなことが起きないようにして参ります。「道の駅かさま」が９月16日にオープンします。一般質問で
渋滞や駐車場などの課題を質しましたが、オープン後もこれらについて注視して参ります。
地域や身の回りでご相談事がありましたら、ご相談ください。よろしくお願いします。

１期議員の皆さんと茨城中央工業団地（笠間地区）に移転
したキャノンモールドを視察しました。
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議会BCP



問　地元高校・大学等と連携した新商品の開発及び独自の商品開
発の状況は

答　産業経済部長　地元の高校・大学が提案したレシピを商品化につなげた
り、笠間の栗等の素材を生かした土産物の新商品作りを市内の２事業者と進め
ている。特産品を使った商品の開発は重点「道の駅」の課題や農村地区活性化

計画の目標でもあり、実用化に向けて調整する。

問　大学等と連携した子育て支援設備の状況は

答　産業経済部長　市内在住の子育て世代の意見を参考に、読み聞かせなど
のイベントの提案、多目的広場には遊び場の設置など、常磐短大の教師と学生
から提案された整備を具体化し進めている。

問　集客・収益の確保のための手段は

答　産業経済部長　テナントの賃貸料が主な収入源で、多目的広場や芝生広
場の使用料、キッチンカー事業、市内農家による朝市やクラフト市など、幅広
い世代が楽しめる多種多様なイベントを年間通して開催することで集客による
収益向上につなげる。

問　事業運営及び課題をどのように考えているか

答　産業経済部長　農業者の所得向上、ゲートウェイ機能として観光交流等
の効果的な情報発信により交流人口の拡大を進め、地域経済の活性化を図る。
運営会社（株）道の駅かさまは独立採算制で、イベントなどの自主事業に積極
的に取り組み、集客力向上と安定した収益を上げることが課題。

　■ 現在全国には1,193箇所の道の駅があり、そのうち約3割は赤字経営とな
っています。道の駅の運営で大切なのは、地元やその周辺の方々に多く利用
してもらうことです。このことは、平日の集客をどのようにするかに掛かっ
てます。笠間の資源を活かした集客と直売所、飲食も重要となってきます。
また、土日祝祭日は、道路渋滞、駐車場の混雑が課題になると思います。道
路環境をすぐに整備することはできないので、車の駐車場までの誘導計画が
重要です。これらの課題についてオープン後も注視してまいります。

問　就労支援機能の整備は

答　保健福祉部長　障害者の雇用と就労支援の充実は第３期障害者計画の基
本目標の一つと定め、関係機関等の連携によって一般就労の促進と職場定着に
取り組んでいる。一般就労が困難な方には就労継続支援サービスの利用を促す
など、国主体の雇用対策と本市主体の福祉的就労支援の両輪で進めている。

問　雇用の場の拡大支援は

答　保健福祉部長　障害者雇用は年々増加傾向にあるが、民間企業や地方公
共団体等の雇用促進と同時に、障害を理由とする差別的取扱いの禁止など、雇
用者の取り組みも重要な要素。障害者の職場復帰や定着には地域障害者職業セ
ンターとの連携強化も必要で、市は今後も働く意欲のある障害者に相談の場面
を通じた支援をする。

問　就労支援事業にはどのようなものがあるか

答　保健福祉部長　障害者が事業所と雇用契約を締結し、給与が支払われる
就労継続支援Ａ型事業所と、事業所と雇用契約を結ばずに生産活動の場として
受注した事業所で作業に従事し、工賃が支払われる就労継続支援Ｂ型事業所、
障害の特性や本人の適性、希望など十分な聞き取りを行い、状況に応じて一般
就労やＡ型、Ｂ型の就労継続支援サービスの利用につなげる就労移行支援事業
所もある。就労支援Ｂ型の主な生産活動は、清掃や除草作業、弁当・惣菜の販
売など、様々な種類の活動が行われている。一般の就労が困難な障害者にとっ
て、就労に関する知識や能力向上に必要な訓練の場であり、経済的な自立にも
寄与できる。

問　福祉的就労の場の確保は

答　保健福祉部長　就労継続支援は経済的自立に向けた手段で、社会参加や
やりがい、生きがいを感じられる自己実現の側面もある。工賃は低い傾向にあ
り、県の令和元年度の平均賃金・工賃はＡ型で月額８万３０２０円、Ｂ型で
１万４３３８円。本市では、就労継続支援事業所等で構成される自立支援協議
会の専門部会の一つとし
て就労支援部会を設置
し、課題や課題解決の方
策に関する事業者間のネ
ットワークづくりに力を
注いでいる。この専門部
会を通じて、新たな販路
の拡大の検討、事業所の
ＰＲ活動、障害者優先調
達法の一層の促進など福
祉的就労の基盤の強化を
進める。

　■ 障がい者の就労については、障害者地域自立支援協議会や水戸公共職業安定
所と連携して、雇用の促進、職場環境や労働条件の向上などの相談体制づく
りを進めています。また、｢就労支援ネットワーク（笠間地区障害者雇用連絡
会議）｣ を通じ、就職に関する情報等の就労支援を行っています。コロナ禍
において、実施可能な在宅等でのサービス提供方法について、自立支援協議
会活動を通じて検討を進めています。工賃向上に向けた取り組みや授産製品
の販路拡大、物品等の優先購入、農福連携も重要となっていますので、今後
の活動状況を注視してまいります。

問　笠間スポーツコミッションが目指すものは何か

答　教育部長　スポーツによるまちづくりや地域活性化を推進する公民連携
組織で、本年３月25日にスポーツ協会やスケートパークの指定管理者ムラサ
キスポーツなど９団体により設立された。今後は、市内の既存のスポーツ資源
を活用し、市民のスポーツ人口の拡大、スポーツ大会、イベント、合宿の誘致
やスポーツツーリズムを通じて市外からの誘客、交流人口の増加を目指す。

問　具体的な取り組みは

答　教育部長　各種スポーツ大会、イベントの誘致やスポーツと地域資源を
かけ合わせた魅力あるスポーツツーリズムの提案を行う主催者としての活動
と、イベントや大会の開催に伴う宿泊等の手配など、様々な支援を行う調整役
として活動する。スケートボードの初心者向け体験会の開催などによって普及
活動を実施する。今年度はムラサキパークかさまを活用した大会誘致に向けた
競技団体への働きかけや、市内小中学校との連携方策の検討に取り組む。

問　地域への波及効果は（スポーツコミッションの今後）

答　小沼教育長　スポーツに関わる人には３タイプある。一つはする人、二
つ目が見る人、そして、三番目が支える人である。当コミッションの役割は、
この支える人の部分になると思う。私が関わっているスポーツ団体は、今まで
この支える活動をやってきたが、入込客や波及効果が目立たない。コミッショ
ンができたことで、官民一体の取り組みによって交流人口の拡大や新しいスポ
ーツとの出会いがあり、市民への波及効果は大きいもの期待している。

道の駅かさま

１．「道の駅かさま」の整備状況と今後の運営 ２．障害者の就労支援

３．スポーツによるまちづくり

通所をして授産的な活動を行い、
　工賃をもらいながら利用する

　　雇用契約をむすび、
給与をもらいながら利用する

就労継続支援 就労継続支援

B A型 型

一般企業へ
就労

利用者は就労の機会を得て、
　A型・一般就労を目指す

利用者は雇用契約に基づきな
　がら一般就労を目指す


